
施工のポイント 設計コンセプト

シンプルかつ銀座らしい装飾の外装にＤＸツールで品質管理を見える化

ヒューリック銀座一丁目ビル　完成

施主インタビュー

地区計画の新規定を適用

ヒューリック株式会社
開発事業第二部　参事役　外松　浩一氏
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（１０）（第３種郵便物認可） ２０２３年　（令和５年）　１０月３日　（火曜日）

　現場は東京都中央区銀座に位置し、既存
建物の解体から工事を行ってまいりまし
た。隣接する建物との間が狭く、交通量も
多いため、周辺環境への配慮・第三者災害
を防止しながら工事を進めました。中でも
鉄骨建て方工事では、一部を夜間施工とし
たものの、午前０時を過ぎるまでは交通量
が低下せず、気苦労が絶えませんでした。夜
間工事での騒音を最小限に抑制するため、
電動工具の使用禁止など対策を講じて作業
に臨みました。
　地下工事では、既存建物の地中外壁を山
留壁として利用しました。施工にあたって
は、新築建物躯体との干渉をチェックした
り、山留壁の変位計測で変位量を確認した
りしながら慎重に工事を進めたところで
す。
　品質管理では作業所の目標だった品質事

故ゼロを達成しています。特に杭工事・鉄
骨工事・耐火間仕切り工事について、ＤＸ
ツールを利用し、品質管理の見える化を図
った管理を行いました。
　世界的な原材料および原油などエネル
ギー品不足や価格高騰・円安の影響によっ
て、建設資材単価の高騰や資材不足が発生
しています。建設資材の早期発注を心掛け
ることで円滑な施工につなげました。また
長時間労働を是正するため、働き方改革に
取り組み、４週６閉所を達成しています。
　工事期間中はコロナ禍のため、職員・作
業員ともに感染対策を徹底するなど難しさ
もありましたが、無事竣工を迎えることが
できました。ご尽力いただいた全ての工事
関係者さまに深く感謝申し上げます。
　西松建設株式会社　関東建築支社

　所長　高橋　裕司

　ヒューリック銀座一丁目ビルは銀座の
中央通りと昭和通りの間、商業エリアと
ビジネスエリアの中間に位置していま
す。年に始まった地区計画の「既存
不適格建築物の建替え促進」の新制度の
第１号適用案件であり、％の割増を
含む％の容積率で計画しました。
　外装はカーテンウォールに大小二つの
グリッドをずらして重ね合わせた、シン
プルでありながら銀座らしい華やかさの
あるデザインとしています。中央通りか
ら建物が大きく見えるように北面と西面
は同一のデザインとし、１階は大きなガ
ラス開口でテナントのにぎわいを表出さ
せ、銀座らしいまちなみ創出に配慮しま
した。
　エントランスと隣り合う駐車場は、ガ
ラスで空間を連続させて、グリッドモ

チーフの天井・床とうすい石を積み重ね
た壁のデザインで統一することで、ひと
つながりの大きな空間に感じられるよう
にしました。オフィスフロアはコア機能
を南側に集約し、狭小地ながら最大限の
開口部を確保した開放感のある執務空間
を実現しています。
　敷地特性上、塔状比の高い建物ですが、
粘性ダンパーと制振間柱の付加制振構造
により保有水平耐力．、Ⅱ類構造体相
当の耐震グレードを確保しました。また、
電気の２回線受電や非常用発電機、非常
時を想定した受水槽容量等を採用しまし
た。Ｌｏｗ－ｅ複層ガラスや腰壁により
熱負荷を削減し、高効率型空調機、ＬＥ
Ｄ照明等の省エネ機器を採用し、ＢＣＰ
と環境性能に配慮した建物としました。

株式会社　松田平田設計　堤啓介
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建物正面

■工　事　名　称：（仮称）ヒューリック銀座一丁目建替計画
■工　事　場　所：東京都中央区銀座１－－１
■建　築　主：ヒューリック株式会社
■敷　地　面　積：．㎡
■建　築　面　積：．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■階　　　数：地下１階地上階
■構　　　造：Ｓ造一部ＲＣ造およびＳＲＣ造
■設計・監理：株式会社松田平田設計
■施　　　工：西松建設株式会社関東建築支社
■工　　　期：年１月～年８月日

写真提供：ヒューリック

駐車場と一体化した広がりのあるエントランスホール

基準階オフィス

グリッドを重ね合わせたファサードデザイン


